
ウズラ無精卵中のDNA分布とPCR分析による性決
定因子分布の検証 バイサイエンス科バイオ研究部３年竹中紗也香

〈目的〉農業畜産分野における繁殖早期における性判別は生産性の向上に必須な技術である。牛などの哺乳類の

性決定はXY型であり、その因子は雄の生殖細胞にある。一方、鶏やウズラなど家禽はZW型であり雌の生殖細胞
に性決定因子がある。そこで、家禽であるウズラの無精卵におけるDNAの分布と性決定因子の分離の有無、すな

わちその起源が体細胞なのか減数分裂後の生殖細胞起源なのかについて検証実験を試みた。

〈材料〉２０２３年１２月、有精卵から孵化させ飼育中の並ウズラ
１羽・姫ウズラ２羽（計メス３羽）から得られる無精卵を使用した。

写真（左）並ウズラのカラメルちゃん
       （右）姫ウズラのチョコちゃん

〈方法〉

１）．ウズラ卵からのDNA抽出
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図：卵の構造とサン

プル採取箇所

①〜⑦の七か所よりサンプルを少量採取した。

写真：デジタル顕微鏡で観察したウズラ卵の胚（左）カラザ（右）

１）DNA抽出テスト

Quick Extract DNA Quick Extraction Solution(エア

ブラウン サイエンティフィック社)を用い、プロトコル
に従い抽出操作を行なった。その後、DNAを精製し、

紫外可視分光光度計によるDNA濃度測定を行った。

２）ゲノムDNA増幅

得られたDNA量が少ない箇所があったのでPCRテン
プレートとする前に、ゲノム増幅キットGenomiPhi V2

DNA Amplification Kit（Cytiva社） を用いてゲノム

DNA増幅をおこなった。

３) PCR

高谷（２０１９）による鳥類雌雄識別用プライマーから
増幅DNA長がZ染色体とW染色体で明らかに異なる

CHD1-F1,CHD1-R1、CHD1-F6,CHD1-R6 をオリゴ

ヌクレオチドとしてLife Technologies Japan 社に発

注し、PCRを行った。
表．高谷による鳥類雌雄識別用プライマー

４）電気泳動

調整後のSLB (sample loading buffer)２uL と、PCR反応
液５uLを混和後、サンプルとしてDNA染色材を含むX1TAE

バッファーを用いた２％アガロースゲルに入れ、100Vで２

０分間電気泳動をした。泳動後、紫外線を照射しゲルを撮

影した。

〈結果〉

・DNA抽出テスト

どの採取箇所か

らも微量ではある
が、DNAを得られ

た。特に発生の中

心である胚の５０

倍のDNAがほぼ
等量の卵黄膜から

えることができた。

・PCR

プライマーセットCHD1-F1/CHD1-R1とCHD1-
F6/CHD1-R6 を使用したPCRで増幅バンドを得ること

ができた。

図．電気泳動で得られたDNA増幅バンド

①②③④⑤⑥⑦

プライマー

セット CHD1-F1,CHD1-R1 CHD1-F6,CHD1-R6 

①②③④⑤⑥⑦サンプル
番号M

プライマーセットCHD1-F1/CHD1-R1を用いたPCRに

おいて将来の個体であるサンプル①がZ染色体の存在
をしめす６１４bp付近の明瞭なバンドが認められた。しか

し他の組織からそのバンドについて検出できていない。

現時点では、胚以外の箇所からその卵の雌雄判別は

困難であるといえる。
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